
一 教育方針

〔１〕 学校教育目標

菅平の発展は、長い年月にわたる先人の開拓の上に打ち立てられており、子どもた

ちの教育は、先人から受け継いだ区民のたくましい開拓精神によって支えられている。

いま、国際化・情報化の時代をへて、社会が多様化し、将来の社会の変化を予測す

ることが困難な時代となっている。本校では、菅平の自然・歴史・産業・文化を大事

に受け止め、この郷土菅平の将来や広く日本の未来を一層拓くために、自らの生涯を

生き抜く力を培えるよう、生涯学び続けていく自立した学習者の育成をめざし、豊か

な大地に学ぶ心を育てる教育をすすめる。

【めざす学校像】…授業でこどもたちの取り巻く問題や課題を解決する学校

「協働の学び」「本質的な問い」

【めざす教師像】…子ども理解をベースに、子どもの心や思いに耳を傾け、つなぐ教師

１ 子ども理解をベースに、子どもの失敗する権利を最大限尊重する指導観を
子ども理解を全教育活動のベースとして考え、職員自らが個の生き方や考え方を尊重し、

まず聴くことをスタートとして接することを大事にしたい。子どもの言動には、必ず理由

がある。なぜその行動をとるのか、なぜそんなことを言うのか、その場だけでなく、でき

る限り子どもの背景にあるものまでみるように心がけたい。そして子どもの良い面・課題

とする面もいったんすべて受け止めることを大事にしていく。

本校の特徴として、少人数であるが故に大人の手が入りやすく、その場その場に応じて

丁寧な対応を行っていることが挙げられる。これは長所でもあるが、逆に黙っていても大

人がなんとかしてくれるという受け身な子どもをつくりだしてしまう危険性もある。また、

小さなコミュニティの中での限られた人間関係の中にいることもあり、子どもたちの自己

肯定感や自己有用感は決して高くない。固定化されがちな価値観の中で自分はダメだと感

じたり、息苦しさを感じたりする子ども、自信がなく何度も先生方に確認しながら活動を

進める子どもの姿にも現れている。

そ こ で 、 小 さ な 失 敗 を 乗 り 越 え る 経 験 を 大 事 に し た い 。 取 り 返

し の つ か な い よ う な 大 き な 失 敗 は 避 け る べ き で あ る が 、 自 分 な り

の 試 行 錯 誤 や 失 敗 を 含 め た 経 験 を 経 て 、 自 分 な り に 納 得 し た 理 解

が 得 ら れ 、 子 ど も 自 身 の 自 信 に つ な が る と 思 わ れ る 。 そ し て 子 ど

も が 自 分 の Actionに 対 し て 常 に 振 り 返 り 、 成 果 と 課 題 を 分 析 し 次

へ 進 む こ と を 繰 り 返 し て い く こ と で 、 目 標 へ の 行 程 が わ か り 、 自

郷 土 を 拓 く 大 地 の 教 育

めざす子どもの姿

協働して目の前の問題を解決していくことができる子ども

（相手意識を持った自立した学習者）

＜自立した学習者とは＞
・自分のわからなさがわかる
・わからないことをわからないと言える
・困っていることを困っていると言える 生涯学び続ける
・自分の思いを伝えられる 学習者
・周りの人と協力してできる
・こんな自分でいいんだと思える



己肯定感や自己有用感が育成されていくと考える。

この方針を子どもに関わるすべての大人で共有したい。つい教えてしまう、つい注意し

てし まう、つい指示してしまうことをできる限り我 慢して､子ども に失敗させ、考える機

会を与えよう。失敗を見越して、失敗したときにどうフォローするのかが重要な鍵である。

支援の方向については、一方的なとらえではなく様々な視点からもあわせ、子ども１人

ひとりのよさに気づき、可能性を引き出せるような支援を目指し、すべての大人(教職員)

ですべての子どもにあたっていく。

２ 本校ならではの学び ～９年間の学びをつなぐ～

少 人 数 の 良 さ や 強 み を 活 か し て 、 菅 平 だ か ら こ そ で き る 教 育

活 動 を 展 開 し た い 。 義 務 教 育 ９ 年 間 の 学 び を つ な ぐ カ リ キ ュ ラ

ム の 創 造 を は か り 、 発 達 段 階 に 応 じ た 学 習 内 容 や 指 導 ・ 支 援 を

行 う 。 そ し て 、「 目 的 意 識 を も っ て 学習 し て い く 姿 」「 自 分 な り

の学び方を身につけていく姿」をめざし、子どもも教職員もＰＤＣＡサイクルで授業・学

習改 善に取り組む。あわせて、これまでの一斉教授方の授業から脱却し 、「単元の核心」

に迫れるような「本質的な問い」から、具体的に子どもが気づいたり、発見したりする活

動を示し、適切な思考・判断・表現を導いていく。

また併設である特長を生かし、小学校・中学校での継続した協働的な学びを意識的に取

り入れ、教育活動を行っていく。

そ して、子どもたちが学ぶことを好きになる授業 、自分なりの学び方を体験でき､学ぶ

自分が好きになる学校を目指したい。

３ 持続可能な社会の実現に向けた総合的な学習の推進

菅 平 で は ８ ０ ％ 以 上 の 保 護 者 が 地 元 産 業 に 就 き 、 ま た ２ ５ ～ ３ ５

歳 の 男 子 卒 業 生 の 半 数 は 菅 平 に 戻 っ て 生 活 を し て い る と い う 特 徴 が

ある。子どもたちや地域の将来を考えたとき、菅平の産業（農業・観光業）に携わりなが

ら、地域の発展のために積極的に関わろうとする人材づくりは欠かせない。

そ こで、「ふるさと菅平に学び、郷土の自然や地域と共生する力」の育成をめざし、生

活科、総合的な学習の時間、スキー活動等の充実をはかる。地域との交流を通して菅平な

らではの本物体験・感動体験を子どもと共に味わいながら、各教科で身につけた資質・能

力を活かした課題別・探求的な学習を進める。そしてこの地に誇りをもち、菅平を愛する

心情を育み、菅平に住む住民の一人として何をすべきか考え、判断し、行動できる自立し

た人間を目指していく。

４ 経営理念と重点活動

子ども、教職員、保護者、地域、スキークラブ等の関係者、菅平小・中学校の過去・未

来の人・もの・ことについて、それら・それら同士も含めて思いや考えをつなぐ菅平の学

校で ありたいと考える。そこで本年度の菅平小・中 学校の経営理念を つなぐ学校 とし

た。すべての教育活動において、この理念が活かされているか絶えず意識していただきた

い。授業構想の時、生徒指導の問題発生の対応時、保護者・地域との関わり方、スキー活

動のあり方など、「つなぐ学校」にふさわしいかどうかを参照してほしい。

す べての教育活動に不可欠なのは 、「対話活動」である。子どもと教職員と保護者、地

域の方々と対話を通して創り上げていくことが原点である。

今 年度は､昨年 度に引き続き、以下の重点活動をもとに実現を図 っていくこととした。

本 年 度 の 重 点 活 動

（１）協働の学びを軸とした授業づくり
（２）持続可能な社会の実現に向けた総合的な学習の推進
（３）多様性を認め、多様性を包み込む集団づくり


